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は
じ
め
に

一
、
世
徳
堂
本
﹃
西
遊
記
﹄
の
伝
本

百
回
本
『
西
遊
記
』
の
現
存
最
古
の
版
本
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
の
が
、
秣
陵
陳
元
之
の
序
が
「
時
壬
辰
夏
端
四
日
也
」
と
結
ぶ
こ
と
か

ら
万
暦
�0
年
（
一
五
九
二
）
の
刊
行
と
さ
れ
、一
般
に
世
徳
堂
本
（
ま
た
は
単
に
世
本
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
『
新
刻
出
像
官
板
大
字
西
遊
記
』

�0
巻
で
あ
る
。
こ
の
所
謂
世
本
『
西
遊
記
』
は
、
紹
介
さ
れ
た
順
に
以
下
の
四
本
の
伝
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
�
）
台
湾
国
立
故
宮
博
物
院
図
書
文
献
處
蔵
本
（
高
崎
藩
大
河
内
家
、
村
口
書
店
、
北
平
図
書
館
旧
蔵
。
以
下
「
故
宮
世
本
」
と
略
称
）

（
�
）
広
島
市
立
中
央
図
書
館
浅
野
文
庫
蔵
残
本
（
広
島
藩
浅
野
家
旧
蔵
。
後
半
�0
回
分
の
み
を
存
す
る
。
以
下
「
浅
野
世
本
」
と
略
称
）

（
�
）
日
光
山
輪
王
寺
慈
眼
堂
天
海
蔵
蔵
本
（
天
海
僧
正
旧
蔵
。
以
下
「
日
光
世
本
」
と
略
称
）

（
�
）
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
（
京
都
槙
尾
山
西
明
寺
平
等
心
王
院
旧
蔵
。
以
下
「
天
理
世
本
」
と
略
称纊
）

二
、
先
行
研
究

世
徳
堂
本
『
西
遊
記
』
版
本
問
題
の
再
検
討
初
探

―

他
の
世
徳
堂
刊
本
小
説
・
戯
曲
と
の
版
式
の
比
較
を
中
心
に―

上　

原　

究　

一　



�

（
�
）
世
本
四
種
相
互
の
関
係

日
光
世
本
が
長
ら
く
原
則
非
公
開
の
た
め
、
四
本
を
全
て
実
見
の
上
で
こ
の
問
題
を
論
じ
た
の
は
長
澤
規
矩
也
氏
と
磯
部
彰
氏
の
二
人
だ

け
で
あ
る
が
、
両
氏
の
説
は
正
反
対
で
あ
る
。
即
ち
、
長
澤
規
矩
也
『
日
光
山
「
天
海
藏
」
主
要
古
書
解
題
』（
日
光
山
輪
王
寺
、

一
九
六
六
）
日
光
世
本
の
項
の
「
高
崎
藩
大
河
内
家
か
ら
出
て
北
京
図
書
館
に
納
め
た
本
（
上
原
注
：
故
宮
世
本
の
こ
と褜
）
と
は
同
版
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
そ
の
後
印
補
修
本
で
あ
る
。
天
理
図
書
館
藏
本
は
更
に
後
の
印
刷
か
。
又
、
浅
野
図
書
館
所
蔵
残
本
（
巻
十
一
至
二
十
）
は

こ
の
本
の
覆
刻
本
で
あ
る
」
と
の
見
解
に
対
し
、
磯
部
彰
『『
西
遊
記
』
資
料
の
研
究
』（
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
。
以
下
『
資
料
の

研
究
』
と
略
称
）
第
五
章
「
世
徳
堂
刊
西
遊
記
の
版
本
研
究―

明
代
に
お
け
る
完
成
体
『
西
遊
記
』
の
登
場―

鍈
」
で
は
浅
野
世
本
を
金
陵
世

徳
堂
に
よ
る
初
刻
後
印
本
と
み
な
し
、
建
陽
の
書
林
熊
雲
濱
が
そ
れ
を
重
刻
し
た
も
の
が
日
光
世
本
、
そ
の
後
印
本
が
天
理
世
本
で
、
故
宮

世
本
は
そ
れ
を
更
に
補
修
し
た
版
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る
の
だ銈
。
両
氏
の
説
で
一
致
し
て
い
る
の
は
浅
野
世
本
と
他
の
三
本
が
異
版
で
あ

る
と
い
う
点
だ
け
で
、
異
版
二
種
の
先
後
に
つ
い
て
も
、
故
宮
世
本
と
同
版
の
三
本
の
中
で
の
先
後
に
つ
い
て
も
見
解
が
割
れ
て
い
る
。

（
�
）
刊
行
者
を
め
ぐ
っ
て

一
方
、
専
ら
比
較
的
容
易
に
見
ら
れ
る
故
宮
世
本
を
対
象
に
行
わ
れ
て
来
た
中
台
の
研
究
を
中
心
に
、
そ
の
各
巻
の
巻
頭
第
�
行
に
記
さ

れ
る
刊
行
者
が
、
基
本
的
に
「
金
陵
世
徳
堂
梓
行
」
で
あ
る
も
の
の
、
巻
�
、
�0
、
��
、
�0
で
は
「
金
陵
荣
壽
堂
梓
行
」（
厳
密
に
は
、
巻

��
の
み
荣
を
榮
に
作
る
）、
巻
��
で
は
「
書
林
熊
雲
濵
重
鍥
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
議
論
が
多
く
な
さ
れ
て
き
た
。

例
え
ば
、
王
重
民
『
中
国
善
本
書
提
要
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
）
が
故
宮
世
本
は
金
陵
世
徳
堂
に
よ
る
初
刻
本
で
は
な
く
熊

雲
濱
に
よ
る
重
刻
本
と
看
做
す
べ
き
だ
と
指
摘
し
、
そ
れ
を
承
け
た
方
彦
寿
「
熊
雲
濱
与
世
徳
堂
本
《
西
遊
記
》」（『
文
献
』
一
九
八
八
年

第
四
期
）
は
、
王
氏
が
熊
雲
濱
を
金
陵
榮
壽
堂
の
主
人
と
看
做
し
た
の
は
誤
り
で
、
熊
雲
濱
は
『
潭
陽
熊
氏
宗
譜
』
に
見
え
る
明
末
清
初
の

建
陽
県
崇
化
里
の
人
で
名
を
体
忠
、
雲
濱
は
号
で
あ
る
旨
を
明
ら
か
に
し
て
、
故
宮
世
本
は
建
陽
に
お
け
る
重
刻
本
で
あ
る
と
唱
え
た
。
上

記
の
磯
部
氏
の
説
も
こ
の
系
統
に
連
な
る
も
の
で
、磯
部
氏
は
方
氏
の
説
に
補
正
を
加
え
つ
つ
論
を
進
め
て
い
る
（『
資
料
の
研
究
』

���
頁
）。
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な
お
、
磯
部
氏
は
初
め
『『
西
遊
記
』
形
成
史
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
九
三
。
以
下
『
形
成
史
の
研
究
』
と
略
称
）
第
��
章
「
明
後
期

に
お
け
る
『
西
遊
記
』
の
大
成
と
そ
の
流
布
」
���
頁
に
お
い
て
方
氏
の
故
宮
世
本
重
刻
説
を
否
定
さ
れ
て
い
た
が
、
当
時
は
故
宮
世
本
と
天

理
世
本
し
か
参
照
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
浅
野
世
本
と
日
光
世
本
を
閲
覧
さ
れ
た
結
果
、『
資
料
の
研
究
』
第
五
章
の
初
出
論
文
（
注

�
参
照
）
に
お
い
て
見
解
を
改
め
て
故
宮
世
本
重
刻
説
に
与
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
形
成
史
の
研
究
』
で
は
天
理

世
本
を
故
宮
世
本
の
補
修
後
印
本
と
看
做
さ
れ
て
い
た
が
、
見
解
を
前
述
の
よ
う
に
改
め
た
理
由
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、「
金
陵
榮
壽
堂
」
に
つ
い
て
は
磯
部
氏
が
『
形
成
史
の
研
究
』
第
��
章
で
唐
氏
世
徳
堂
の
同
族
で
、
初
刻
時
か
ら
世
徳
堂
と
協
力

し
て
版
木
を
鐫
工
し
た
と
の
推
測
を
な
さ
れ
て
い
る
が
、自
ら
「
確
證
は
乏
し
い
が
」
と
も
さ
れ
て
い
る
（
���
～
���
頁
）。
黄
霖
「
関
于
『
西

遊
記
』
的
作
者
和
主
要
精
神
」（『
復
旦
学
報
』
一
九
九
八
年
第
�
期
）
は
世
徳
堂
本
の
前
に
榮
壽
堂
本
が
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
る
と
す
る
。

更
に
、『
古
本
小
説
集
成
』
所
収
影
印
本
の
徐
朔
方
「
前
言
」（
一
九
九
四
）
で
は
、
故
宮
世
本
は
巻
ご
と
に
世
徳
堂
本
、
榮
壽
堂
本
、
熊

雲
濱
本
の
三
種
か
ら
成
る
配
本
で
あ
ろ
う
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
謝
文
華
「
金
陵
世
徳
堂
本
《
西
遊
記
》
成
書
考
」（
東
華
大
学
中

国
語
文
学
系
研
究
所
碩
士
論
文
、
二
〇
〇
六
）
�0
～
��
頁
で
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
故
宮
世
本
は
巻
頭
に
ど
の
書
肆
名
を
冠
す
る
巻
に
も

他
と
字
体
の
異
な
る
葉
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
巻
頭
に
世
徳
堂
の
名
を
冠
す
る
巻
��
の
中
だ
け
で
見
て
も
版
心
の
表
記
方
法
が
葉
ご
と
に

バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
つ
つ
、
世
徳
堂
原
刊
本
の
版
木
が
榮
壽
堂
な
い
し
熊
雲
濱
の
手
に
渡
り
、
彼
ら
の
手
で
補
修
・
補
版
を

経
て
、
全
葉
が
同
時
に
印
行
さ
れ
た
の
が
故
宮
世
本
で
あ
ろ
う
と
考
察
し
て
い
る
（
榮
壽
堂
と
熊
雲
濱
の
先
後
に
つ
い
て
は
保
留
し
て
い

る
）。

（
�
）
挿
図
に
関
し
て

四
本
と
も
、
本
文
中
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、
あ
る
葉
の
Ｂ
面
と
次
の
葉
Ａ
面
の
�
半
葉
に
渡
る
見
開
き
の
図
が
挿
入
さ
れ
、
上
部
に
版
面

の
�
分
の
�
ほ
ど
の
題
字
欄
を
設
け
て
八
～
十
字
程
度
の
図
題
を
記
す
。
故
宮
世
本
は
全

���
図
、
天
理
世
本
は
全

���
図
。
浅
野
世
本
は
故
宮

世
本
・
天
理
世
本
の
巻
��
以
降
と
同
じ
��
図
を
存
す
る
が
、
全
て
異
版
で
あ
る
。
日
光
世
本
は
、
天
理
世
本
の
図
を
影
印
し
、
そ
れ
に
見
え



�

な
い
図
や
破
損
の
あ
る
図
は
日
光
世
本
か
ら
補
う
瀧
本
弘
之
『
中
国
古
典
文
学
挿
画
集
成
（
二
）
西
遊
記
』（
遊
子
館
、
二
〇
〇
〇
）
の
掲

載
図
面
、
及
び
同
氏
に
よ
る
同
書
解
題
「「
西
遊
記
」
版
本
の
挿
画
に
つ
い
て
」
か
ら
判
断
す
る
に
、
故
宮
世
本
と
同
じ

���
図
の
よ
う
だ
。

瀧
本
氏
は
解
題
�
頁
で
「
本
来
二
十
巻
一
百
回
の
構
成
で
、
各
回
に
二
図
ず
つ
を
挿
画
と
し
て
付
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
二
百
図
が
あ
る
べ

き
で
あ
る
。
構
成
上
区
切
り
の
悪
い
数
字
で
あ
る
こ
と
は
説
明
が
付
か
な
い
。
原
刻
本
が
金
陵
で
刊
行
さ
れ
た
と
き
に
は
、
二
百
図
が
付
せ

ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。（
中
略
）
刊
行
さ
れ
た
時
点
で
残
り
の
三
図
が
存
在
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
は
何
ら
か
の
理
由

で
残
っ
て
い
な
い
の
か
な
ど
の
究
明
は
今
後
の
課
題
と
い
え
そ
う
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

瀧
本
氏
の
参
照
さ
れ
な
か
っ
た
故
宮
世
本
で
も
日
光
世
本
と
同
じ

���
図
し
か
見
え
な
い
の
で
、
両
者
と
も
刊
行
時
点
で

���
図
し
か
存
在
し

な
か
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
世
徳
堂
原
刊
本
で
も
同
じ
図
し
か
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
瀧
本
氏
の
推
定
通
り

�00
図
あ
っ
た

の
か
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
初
刻
本
説
の
あ
る
浅
野
世
本
も
�0
回
で
��
図
し
か
な
い
こ
と
は
注
意
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
故
宮
世
本
、
天
理
世
本
、
日
光
世
本
に
は
刻
工
・
画
工
の
名
が
見
え
ず
、
刻
工
・
画
工
と
も
不
明
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
従

来
指
摘
が
無
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
浅
野
世
本
に
は
画
工
名
が
残
っ
て
い
る
。
即
ち
、
巻
��―

�
Ｂ
（
第
��
回
第
�
図
）
の
右
端
に
、
他
の
三

本
に
は
見
え
な
い
「
王
少
淮
冩
」
と
い
う
署
名
が
あ
る
の
だ
（
後
掲
図
�
、
��
頁
）。
王
少
淮
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

三
、
本
論
の
目
的
と
手
法

本
論
は
以
上
の
諸
問
題
に
つ
き
、
筆
者
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
全
葉
の
複
写
を
入
手
し
え
た
故
宮
世
本
、
天
理
世
本
、
浅
野
世
本
に

つ
い
て
分
析
し
、
従
来
の
議
論
を
よ
り
深
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
本
を
目
睹
出
来
た
の
が
浅
野
世
本
だ
け
で
、
日
光
世

本
に
至
っ
て
は
『
資
料
の
研
究
』
と
瀧
本
氏
前
掲
書
に
数
枚
ず
つ
掲
載
さ
れ
る
若
干
の
書
影
以
外
は
未
見
で
あ
る
と
い
う
限
界
が
あ
り
、
遺

憾
な
が
ら
一
気
に
結
論
を
出
せ
る
態
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
予
め
お
断
り
し
て
お
く
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
謝
氏
の
手
法
を
一
歩
進
め
て
全
葉
の
版
心
表
記
を
調
査
し
、
金
陵
唐
氏
世
徳
堂
が
刊
行
し
た
他
の
小
説
や
戯
曲
の
版
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心
の
形
式
と
比
較
し
つ
つ
、
故
宮
世
本
、
天
理
世
本
、
浅
野
世
本
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
考
察
し
て
み
た
い
。
な
お
、
以
下
で
は
同
版
で
あ
る

故
宮
世
本
、
日
光
世
本
、
天
理
世
本
の
三
種
の
総
称
と
し
て
、
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
と
い
う
名
称
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
章　

唐
氏
世
徳
堂
刊
行
の
小
説
・
戯
曲
の
版
心
表
記

一
、
小
説

ま
ず
は
唐
氏
世
徳
堂
が
刊
行
し
た
他
の
小
説
や
戯
曲
の
版
心
や
挿
図
の
形
式
を
押
さ
え
て
お
こ
う
。小
説
は
以
下
の
も
の
を
取
り
上
げ
る
。

（
イ
）
唐
氏
世
徳
堂
刊
本
『
南
北
両
宋
志
傳
』（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵蓜
）

南
宋
�0
巻
�0
回
、
北
宋
�0
巻
�0
回
。
南
宋
序
末
に
「
旹
癸
巳
長
至
、
泛
雪
斎
敍
」
と
あ
り
、
北
宋
序
も
「
旹
癸
巳
長
至
敍
」
と
結
ぶ
。

癸
巳
長
至
は
万
暦
��
年
（
一
五
九
三
）
夏
至
。
各
巻
頭
第
�
、
�
行
に
「
姑
孰
陳
氏
尺
蠖
齋
評
釋
／
繍
谷
唐
氏
世
徳
堂
校
訂
」
と
見
え

る
（
南
宋
巻
�
～
�0
で
は
「
校
訂
」
を
「
校
梓
」
と
す
る
）。
繍
谷
は
金
陵
の
異
称
の
一
つ
で
あ
る
。

（
ロ
）
唐
氏
世
徳
堂
刊
本
『
唐
書
志
傳
通
俗
演
義
題
評
』（
静
嘉
堂
文
庫
蔵俉
）

�
巻
��
節
。
序
末
に
「
旹
（
？
）
癸
巳
陽
月
、
書
之
尺
蠖
齋
中
」
と
あ
る
。
癸
巳
陽
月
は
万
暦
��
年
の
陰
暦
十
月
。
各
巻
頭
第
�
、
�

行
に
「
姑
孰
陳
氏
尺
蠖
齋
評
釋
／
繍
谷
唐
氏
世
徳
堂
校
訂
」
と
見
え
る
。

（
ハ―

�
）
世
徳
堂
原
刊
・
周
氏
大
業
堂
補
修
重
印
本
『
東
西
両
晋
演
義
題
評
』（
北
京
大
学
図
書
館
蔵炻
）

西
晋
�
巻

���
則
、
東
晋
�
巻
���
則
。
刊
年
不
詳昱
。
封
面
は
「
新
刻
全
像
／
東
西
晋
演
義
／
大
業
堂
梓
」、
序
は
も
と
も
と
雉
衡
山
人
＝

夷
白
主
人
楊
爾
曾
が
刊
行
し
た
��
巻
�0
回
本
に
あ
っ
た
も
の
の
流
用
で
、
と
も
に
世
徳
堂
原
刊
本
に
付
い
て
い
た
も
の
で
は
な
い
。
西

晋
巻
�
第
�
、
�
行
に
「
秣
陵
□
陳
氏
尺
蠖
齋
□
評
釋
／
繍
谷
□
周
氏
大
業
堂
□
校
梓
」
と
す
る
（
□
は
一
字
分
の
空
格
。
以
下
同

じ
）。
東
晋
巻
�
も
同
じ
。
他
の
巻
は
筆
者
未
調
査
。

（
ハ―

�
）
世
徳
堂
原
刊
・
周
氏
大
業
堂
補
修
重
印
・
再
補
修
重
印
本
『
東
西
両
晋
演
義
題
評
』（
中
国
芸
術
研
究
院
戯
曲
研
究
所
蔵棈
）



�

西
晋
�
巻

���
則
、
東
晋
�
巻
���
則
。
刊
年
不
詳
。
封
面
無
し
。（
ハ―

�
）
と
同
じ
序
だ
が
、
署
名
は
削
ら
れ
る
。
東
晋
巻
�
～
�
の

全
葉
を
初
め
と
し
て
（
ハ―

�
）
と
同
版
の
本
か
ら
の
覆
刻
と
思
わ
れ
る
葉
が
あ
る
が
（
そ
の
場
合
、
評
は
全
く
覆
刻
せ
ず
眉
欄
は
空

白
）、
全
体
的
に
は
世
徳
堂
原
刊
の
版
木
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
と
思
し
き
葉
が
多
い
。
第
�
葉
が
覆
刻
で
あ
る
巻
で
は
、
本
来
の

巻
頭
題
「
新
鍥
重
訂
出
像
註
釋
通
俗
演
義
西
（
東
）
晉
志
傳
題
評
」
か
ら
「
註
釋
」
の
二
字
を
削
っ
て
い
る
（
該
当
葉
の
う
ち
東
晋
巻

�
の
み
「
註
釋
」
を
残
す
）。
各
巻
頭
第
�
、
�
行
に
「
秣
陵
□
陳
氏
尺
蠖
齋
□
評
釋
／
繍
谷
□
周
氏
大
業
堂
□
校
梓
」
と
す
る
。
但

し
、
西
晋
巻
�
、
�
は
ど
ち
ら
も
記
さ
ず
�
行
目
か
ら
本
文
。
ま
た
、「
秣
陵
」
を
東
晋
巻
�
は
「
科
陵
」
に
、
東
晋
巻
�
で
は
「
楝

陵
」
に
誤
る
。

（
ニ
）
世
徳
堂
原
刊
？
・
銭
塘
王
慎
脩
重
印
？
・
清
代
補
修
再
重
印
本
『
三
遂
平
妖
傳
』（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵鋹
）

�
巻
�0
回
。
封
面
は
清
代
の
再
重
印
時
の
�0
回
本
か
ら
の
流
用
、
引
は
王
慎
脩
に
よ
る
重
刊
の
際
に
附
さ
れ
た
も
の
。
各
巻
頭
第
�
、

�
行
に
巻
�
～
�
は
「
東
原
羅
貫
中
編
次
／
銭
塘
王
慎
脩
校
梓
」、
巻
�
の
み
「
東
原
羅
貫
中
編
次
／
金
陵
世
徳
堂
校
梓
」
と
あ
る
。

（
ホ
）
唐
氏
世
徳
堂
刊
本
『
新
刻
夷
堅
志
』（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵曻
）

�0
巻
。
文
言
小
説
集
。
封
面
「
辛
丑
冬
月
（
万
暦
��
年
、
一
六
〇
一
）
／
夷
堅
志
／
唐
氏
世
徳
堂
梓
」。
各
巻
巻
頭
第
�
行
以
降
は
、

巻
�
「
宋
鄱
陽
洪
□
邁
著
／
明
姚
江
呂
㣧
昌
校
／
繍
城
唐
□
晟
訂
／
唐
□
㫤
次
」、
巻
�
以
降
「
宋
鄱
陽
洪
邁
著
□
□
□
明
姚
江
呂
㣧

昌
校
／
繍
城
唐
□
晟
訂
（
巻
�
、
�
で
は
「
繍
谷
唐
□
晟
詮
」）
／
唐
□
㫤
次
」。
繍
城
は
繍
谷
に
同
じ
。
無
図
。

（
ヘ
）
唐
氏
世
徳
堂
刊
本
『
新
刻
耳
談
』（
台
湾
国
立
故
宮
博
物
院
図
書
文
献
處
蔵
）

�
巻
。
文
言
小
説
集
。
封
面
あ
り
、
左
右
の
幅
広
の
欄
に
「
重
刻
北
京
／
原
板
耳
譚
」
と
大
書
し彅
、
そ
の
間
の
細
い
欄
に
や
や
小
さ
い

字
で
「
金
陵
世
徳
堂
梓
」。
自
敘
末
に
「
旹
／
萬
暦
丁
酉
（
万
暦
��
年
、
一
五
九
七
）
孟
夏
上
庚
王
同
軌
撰
」。
各
巻
巻
頭
�
行
目
以
降

「
黄
岡
王
同
軌
行
甫
撰
／
上
饒
門
生
王
嗣
經
校
／
金
陵
書
坊
世
徳
堂
梓
」。
無
図
。
毎
巻
��
～
��
葉
。

（
ト
）
唐
晟
・
唐
㫤
刊
本
『
耳
談
類
増
』（
台
湾
国
立
故
宮
博
物
院
図
書
文
献
處
蔵丨
）
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��
巻
。（
ヘ
）
の
増
補
版
。
自
敘
に
金
陵
で
刊
行
す
る
旨
記
さ
れ
て
お
り
最
初
の
刊
本
と
見
ら
れ
る
。
自
敘
末
に
「
萬
暦
癸
卯
年
（
万

暦
��
年
、
一
六
〇
三
）
上
澣
王
同
軌
撰
」。
世
徳
堂
の
名
は
見
え
な
い
が
、
各
巻
巻
頭
�
行
目
か
ら
を
「
黄
岡
□
王
同
軌
□
行
甫
□
著

／
滁
陽
□
夏
守
成
□
克
家
□
校
／
繍
谷
□
［
唐
□
晟
□
伯
成
／
唐
□
㫤
□
叔
永
］
□
梓
」（［　

］
内
は
小
字
双
行
。「
甫
」
は
巻
�
の

み
「
父
」
に
作
る
）
と
し
て
お
り
、（
ホ
）
と
同
じ
刊
行
者
と
知
れ
る
。
無
図
。
毎
巻
�
～
��
葉
。

こ
の
他
、『
繍
谷
春
容
』
��
巻
に
も
刊
年
不
詳
の
世
徳
堂
刊
本
が
あ
る
が
（
毎
巻
巻
頭
第
�
、
�
行
に
「
羊
洛
敕
里
□
起
北
赤
心
子
彙
輯

／
建
業
大
中
□
世
徳
堂
主
人
□
校
鍥
」
と
記
す
）、
上
下
二
層
に
分
か
つ
版
式
の
日
用
類
書
で
あ
る
た
め
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。

次
項
表
�
で
版
式
と
版
心
表
記
の
原
則
、
及
び
版
心
題
・
版
心
巻
数
の
表
記
が
乱
れ
る
葉
を
示
し
、
次
々
項
表
�
で
各
巻
の
葉
数
、
そ
れ

ぞ
れ
の
版
心
葉
数
の
表
記
原
則
と
そ
れ
が
乱
れ
る
葉
、
及
び
挿
図
の
数
と
署
名
に
つ
い
て
示
す
。
表
�
に
は
世
本
『
西
遊
記
』
も
含
め
た
。

（
ヘ
）（
ト
）
は
共
通
点
が
多
い
の
で
表
�
で
は
同
欄
に
ま
と
め
、
無
図
か
つ
全
�0
葉
以
上
あ
る
巻
が
無
い
た
め
表
�
に
は
含
め
な
か
っ
た
。

表
�
で
ま
ず
目
に
付
く
の
は
、（
イ
）（
ロ
）（
ハ
）
の
版
式
が
殆
ど
一
致
し
て
お
り
、
版
心
の
体
例
ま
で
揃
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
書
名
も
『
○
○
志
傳
題
評
』
で
揃
え
て
あ
り
、
陳
氏
尺
蠖
齋
な
る
人
物
の
評
を
眉
欄
に
掲
げ
る
点
も
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
陳
氏
尺
蠖

齋
は
後
述
の
世
徳
堂
刊
行
の
戯
曲
に
も
評
釈
者
と
し
て
し
ば
し
ば
名
が
見
え
る
ほ
か
、
世
本
『
西
遊
記
』
の
序
を
書
い
た
「
秣
陵
陳
元
之
」

と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
視
さ
れ
て
い
る仡
。
と
な
る
と
、
や
は
り
（
ハ
）
に
も
唐
氏
世
徳
堂
の
原
刊
本
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実

と
見
て
よ
か
ろ
う
。
世
本
『
西
遊
記
』
と
は
版
式
が
異
な
り
（
イ
）（
ロ
）
と
は
一
致
す
る
こ
と
、
及
び
世
本
『
西
遊
記
』
が
万
暦
�0
年
夏
、

（
イ
）
が
��
年
夏
、（
ロ
）
が
��
年
冬
と
い
う
刊
行
ペ
ー
ス
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
万
暦
�0
年
冬
か
、
��
年
夏
以
降
の
そ
う
遠
く
な

い
時
期
の
刊
行
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
世
本
『
西
遊
記
』
の
版
式
及
び
版
心
の
表
記
法
は
、
刊
行
時
期
が
近
い
挿
図
本
講
史
小
説
の
（
イ
）（
ロ
）（
ハ
）
や
、
今
日
で
は

同
じ
霊
怪
小
説
に
分
類
さ
れ
る
や
は
り
挿
図
本
の
（
ニ
）
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
意
外
な
こ
と
に
挿
図
の
無
い
文
言
小
説
集
で
、
刊

行
時
期
も
少
し
離
れ
た
（
ホ
）（
ヘ
）（
ト
）
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
も
目
を
引
く
。



�

卄
卄

表
1
　
世
徳
堂
刊
小
説
の
版
式
と
版
心
、
及
び
版
心
題
・
版
心
巻
数
の
乱
れ
（
□
は
一
文
字
分
の
空
格
、
■
は
一
文
字
分
の
墨
格
を
そ
れ
ぞ
れ
表
す
。
○
に
は
巻
数
の
数
字
が
、
ホ
の
△
に
は
十
干
が
入
る
）
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卄

卄

卄

卄

卄

卄

卄

卄
卄

卄
卄

卄
卄

卄

卄
卄

卄
卄

卄

卄
卄

卄

表
2
　
世
徳
堂
刊
小
説
の
版
心
に
お
け
る
葉
数
表
記
、
挿
図
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そ
し
て
、
最
低
で
も
二
度
の
補
修
重
印
を
経
て
い
る
（
ハ―

�
）（
ニ
）
も
含
め
、
版
心
題
と
版
心
巻
数
の
表
記
は
体
例
に
非
常
に
忠
実

で
、
表
記
が
乱
れ
る
葉
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
い
こ
と
が
表
�
か
ら
読
み
取
れ
る
。
対
し
て
、
表
�
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
版
心
葉
数
の

表
記
法
の
統
一
は
殆
ど
図
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
同
一
作
品
内
で
各
巻
の
表
記
原
則
が
バ
ラ
バ
ラ
な
こ
と
も
珍
し
く
な
く
、
各
巻
内
で
の

乱
れ
も
多
い
。
し
て
み
る
と
、
版
心
の
葉
数
表
記
に
統
一
基
準
が
無
い
こ
と
は
、
唐
氏
世
徳
堂
の
原
刊
本
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
根
拠
に
は
な

ら
な
そ
う
だ
。
逆
に
、
版
心
題
や
版
心
巻
数
に
乱
れ
が
多
く
見
ら
れ
る
場
合
は
、
補
修
や
重
刻
の
可
能
性
を
疑
っ
て
か
か
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、（
イ
）（
ロ
）（
ハ
）
は
い
ず
れ
も
図
に
王
少
淮
の
署
名
を
持
つ
。
し
て
み
る
と
、
浅
野
世
本
に
見
え
る
彼
の
署
名
は
世
徳
堂
原
刊

本
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
（
但
し
、
そ
れ
が
直
ち
に
浅
野
世
本
が
初
刻
本
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
わ
け
で
は
な
い
）。
な
お
、

世
本
『
西
遊
記
』
の
挿
図
の
風
格
が
王
少
淮
の
そ
れ
に
似
る
こ
と
は
、
実
は
従
来
か
ら
磯
部
氏
（『
形
成
史
の
研
究
』
���
頁
）、
瀧
本
氏
（
前

掲
書
解
題
�
頁
）
ら
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
特
に
磯
部
氏
の
指
摘
は
（
イ
）
が
世
本
『
西
遊
記
』
と
刊
行
元
・
序
の
撰
者
が
同
じ
で
あ

る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
た
上
で
彼
の
参
画
を
推
定
し
た
も
の
で
、
単
な
る
印
象
批
評
で
は
な
い
。
卓
見
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
王
少
淮
の

署
名
は
い
ず
れ
も
「
寫
」「
寫
像
」「
寫
相
」
と
し
、「
刊
」
や
「
刻
」
と
す
る
も
の
は
無
い
の
で
、
彼
は
下
絵
を
担
当
し
た
画
工
と
思
わ
れ

る
。
王
少
淮
の
署
名
を
持
つ
小
説
版
本
は
浅
野
世
本
を
含
め
他
に
三
種
が
知
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
や
は
り
「
寫
」
と
し
て
い
る仼
。

そ
の
図
で
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
各
回
（
節
）
�
図
の
（
イ
）（
ロ
）
で
も
、
と
も
に
図
の
無
い
回
（
節
）
や
、
逆
に
�
図
の
あ
る
回

（
節
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
て
み
る
と
、
世
本
『
西
遊
記
』
の
原
刊
本
も
、
必
ず
し
も
瀧
本
氏
が
予
測
さ
れ
た
よ
う
に
規
則
的
に
各
回
�

図
ず
つ
の

�00
図
が
あ
っ
た
と
考
え
る
必
要
は
な
さ
そ
う
だ
。
つ
ま
り
、
浅
野
世
本
に
��
図
し
か
な
い
こ
と
は
初
刻
本
で
は
な
い
と
考
え
る
根

拠
に
は
な
ら
な
い
し
、
故
宮
世
本
と
日
光
世
本
に
見
え
る

���
図
が
初
刻
本
に
あ
っ
た
全
て
の
図
で
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

因
み
に
、（
イ
）（
ロ
）（
ハ
）
に
つ
い
て
は
、
大
塚
秀
高
氏
が
「
嘉
靖
定
本
か
ら
万
暦
新
本
へ
」（
注
�
所
掲
）
に
お
い
て
、
世
本
『
西
遊

記
』
を
除
く
他
の
王
少
淮
挿
図
小
説
二
種
も
含
め
て
、
嘉
靖
年
間
に
建
陽
で
楊
氏
清
江
堂
或
い
は
清
白
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
熊
大
木
の
撰
に

な
る
通
俗
小
説
が
、
万
暦
�0
年
前
後
に
金
陵
で
相
次
い
で
周
氏
ま
た
は
唐
氏
の
書
肆
に
よ
り
挿
図
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
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期
に
建
陽
の
三
台
館
・
雙
峰
堂
の
主
人
余
象
斗
か
ら
は
上
図
下
文
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る伀
、
と
い
う
流
れ
に
注
目
し
た
比
較
を
行
っ
て

お
ら
れ
る
。（
イ
）（
ロ
）
は
と
も
に
熊
大
木
の
撰
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
大
塚
氏
は
（
ハ
）
に
も
そ
の
可
能
性
を
想
定
さ
れ
る
が
、
本
論

の
趣
旨
に
照
ら
し
て
重
要
な
の
は
「
書
林
熊
雲
濵
」
こ
と
熊
体
忠
が
熊
大
木
の
同
族
の
後
輩
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
方
氏
前
掲
論

文
参
照
）。
と
あ
ら
ば
、
金
陵
唐
氏
世
徳
堂
は
熊
大
木
撰
の
小
説
を
勝
手
に
刊
行
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
子
孫
筋
で
あ
る
建
陽
熊
氏
と
正

式
に
提
携
し
て
そ
の
「
万
暦
新
本
」
を
刊
行
す
る
一
方
、
見
返
り
と
し
て
自
ら
が
刊
行
し
た
世
本
『
西
遊
記
』
を
重
刊
す
る
権
利
を
熊
雲
濱

に
与
え
た―

そ
の
よ
う
な
想
定
も
許
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
熊
雲
濱
に
よ
る
重
刻
本
『
西
遊
記
』
の
刊
行
は
、（
イ
）（
ロ
）（
ハ
）
が
金
陵
で
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
時
期
と
ほ
ぼ

同
時
期
、
つ
ま
り
世
本
『
西
遊
記
』
初
刻
本
刊
行
の
直
後
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
謝
水
順
・
李
珽
『
福
建
古
代
刻
書
』（
福
建
人
民
出

版
社
、
一
九
九
七
）

���
頁
に
挙
げ
る
熊
体
忠
（
雲
濱
）
宏
遠
堂
刊
本
の
う
ち
刊
行
年
代
の
分
か
る
も
の
が
万
暦
�
年
、
��
年
、
��
年
、
��
年
、

�0
年
で
あ
る
こ
と
も
、
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
の
刊
行
が
世
徳
堂
原
刊
本
の
そ
れ
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
時
期
と
見
る
こ
と
の
傍
証
と
な
ろ
う

か
。

二
、
戯
曲
の
版
心
表
記
と
挿
図

次
に
戯
曲
に
つ
い
て
見
よ
う
（
次
頁
表
�
）。『
古
本
戯
曲
叢
刊
』
第
�
、
�
、
�
輯
に
世
徳
堂
刊
本
と
し
て
収
め
る
も
の
か
ら
、
版
面
に

世
徳
堂
の
名
が
見
え
な
い
『
齊
鳴
記
』
を
除
い
た
七
本
を
取
り
上
げ
た
（
唐
氏
世
徳
堂
刊
行
の
戯
曲
は
他
に
も
数
本
が
知
ら
れ
る
が
、
未

見
）。
こ
の
う
ち
、
刊
年
が
分
か
る
の
は
封
面
に
「
萬
暦
丙
戌
（
万
暦
��
年
、
一
五
八
六
）
春
月
」
と
見
え
る
『
断
髪
記
』
の
み
で
あ
る
。

表
�
で
注
目
す
べ
き
は
、
第
一
に
、
同
じ
「
唐
氏
世
徳
堂
校
梓
」
の
戯
曲
で
あ
っ
て
も
、「
陳
氏
尺
蠖
齋
」
の
訂
釈
（
註
釈
）
を
掲
げ
る

も
の
と
、「
游
氏
興
賢
堂
重
訂
／
程
氏
敦
倫
堂
參
録
」
と
す
る
も
の
、
興
賢
堂
の
名
は
あ
る
が
敦
倫
堂
の
名
は
無
い
も
の
で
は
そ
れ
ぞ
れ
版

心
表
記
の
基
本
体
裁
が
違
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
陳
氏
尺
蠖
齋
と
陳
元
之
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
の
前
述
の
定
説
を
更
に
裏
付
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卄

卄
卄

卄卄

卄

卄
卄

卄
卄

卄
卄

卄

表
3
　
唐
氏
世
徳
堂
刊
行
戯
曲
の
刊
行
者
名
・
版
式
・
版
心
・
図
　（

□
は
一
文
字
分
の
空
格
を
表
す
。
図
は
全
て
半
葉
の
み
の
単
面
式
で
、
上

1
2
分
の
１
ほ
ど
の
幅
に
左
右
を
雲
模
様
で
飾
っ
た
図
題
を
配
す
る
）
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け
る
か
の
如
く
、
表
�
に
付
記
し
た
世
本
『
西
遊
記
』
の
版
心
表
記
の
体
裁
は
、
陳
氏
尺
蠖
齋
の
関
わ
る
戯
曲
で
の
そ
れ
に
ほ
ぼ
等
し
い
。

出
版
に
参
画
し
た
人
物
に
よ
り
版
式
の
傾
向
が
分
か
れ
る
と
い
う
こ
の
法
則
が
、
も
し
も
戯
曲
以
外
の
世
徳
堂
刊
本
に
も
当
て
嵌
ま
る
と

し
た
ら
、（
ホ
）（
ト
）
で
と
も
に
並
ん
で
名
の
見
え
る
唐
晟
（
伯
成
）
と
唐
㫤
（
叔
永
）
の
二
人
が
、
両
者
と
版
式
を
同
じ
く
す
る
世
本

『
西
遊
記
』
に
も
と
も
に
参
画
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
一
人
は
も
ち
ろ
ん
世
徳
堂
主
人
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
字
か
ら

兄
と
思
わ
れ
、
常
に
先
に
署
名
す
る
唐
晟
で
あ
ろ
う
。
と
な
る
と
、
或
い
は
世
本
『
西
遊
記
』
に
見
え
る
「
金
陵
荣
壽
堂
」
と
は
弟
の
唐
㫤

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
世
本
『
西
遊
記
』
序
、（
イ
）
南
宋
序
、（
ロ
）
序
に
刊
行
者
と
し
て
名
の
見
え
る
「
唐
光
禄
」
は
、

（
イ
）（
ロ
）
が
唐
㫤
の
名
の
見
え
る
諸
版
本
と
版
式
が
違
う
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
唐
晟
の
号
な
い
し
別
字
で
あ
ろ
う
か伃
。

第
二
に
、
小
説
の
場
合
と
同
様
に
、
葉
数
の
記
載
法
の
バ
ラ
つ
き
は
か
な
り
多
い
。
逆
に
、
版
心
題
・
版
心
巻
数
の
表
記
の
統
一
は
殆
ど

の
巻
で
完
全
に
徹
底
さ
れ
て
お
り
、『
還
帯
記
』
以
外
で
は
乱
れ
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
徹
底
ぶ
り
は
小
説
以
上
で
あ
る
。

第
三
に
、
游
氏
興
賢
堂
の
み
と
組
ん
だ
『
還
帯
記
』
上
巻
に
限
り
、
巻
数
表
記
で
「
巻
」
字
を
踊
り
字
か
梵
字
の
よ
う
な
記
号
で
代
用
し

て
い
る
例
が
確
認
出
来
る
。
こ
れ
は
、
万
暦
か
ら
崇
禎
に
か
け
て
の
建
陽
刊
本
で
は
非
常
に
多
く
見
ら
れ
る
が伹
、
同
時
期
に
金
陵
で
刻
さ
れ

た
版
本
で
は
極
め
て
稀
な
現
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
葉
は
他
と
少
し
字
体
が
違
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
し
、
更
に
第
��
、
��
葉

に
は
、
上
下
巻
を
通
し
て
他
の
葉
に
は
必
ず
あ
る
評
が
一
つ
も
見
え
な
い
。
し
て
み
る
と
、
こ
れ
以
外
の
戯
曲
で
は
版
心
の
乱
れ
が
一
切
見

ら
れ
な
い
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
て
、
金
陵
以
外
（
お
そ
ら
く
建
陽
）
で
補
刻
さ
れ
た
葉
で
あ
る
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ

れ
を
世
徳
堂
原
刊
本
に
も
版
心
巻
数
の
表
記
に
略
記
号
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
例
と
し
て
捉
え
る
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

第
四
に
挿
図
に
つ
い
て
だ
が
、
白
話
小
説
同
様
、
戯
曲
に
お
い
て
も
巻
ご
と
や
齣
ご
と
の
図
の
数
に
規
則
性
は
見
出
せ
な
い
。
画
工
・
刻

工
の
署
名
は
一
切
見
ら
れ
な
い
が
、
王
少
淮
と
非
常
に
良
く
似
た
筆
致
で
あ
る
。
陳
氏
尺
蠖
齋
の
関
わ
る
白
話
小
説
の
挿
図
が
全
て
王
少
淮

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
陳
氏
尺
蠖
齋
の
名
を
掲
げ
る
も
の
に
関
し
て
は
王
少
淮
写
像
で
あ
る
可
能
性
を
想
定
し
て

も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
同
族
な
ど
、
彼
と
技
術
を
共
有
す
る
者
の
手
に
よ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
だ
ろ
う
。
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第
二
章　

記
﹁
熊
雲
濵
重
鍥
﹂
本
と
浅
野
世
本

一
、
記
﹁
熊
雲
濵
重
鍥
﹂
本

本
章
で
は
、
前
章
で
見
た
唐
氏
世
徳
堂
刊
の
小
説
・
戯
曲
の
版
式
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
と
浅
野
世
本
と
を
比
較

し
て
い
く
。
ま
ず
は
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
に
つ
い
て
故
宮
世
本
に
よ
っ
て
示
し
、
必
要
に
応
じ
て
他
二
本
で
の
異
同
を
記
す
（
未
見
の
日

光
世
本
に
つ
い
て
は
既
に
先
学
の
紹
介
の
あ
る
場
合
に
限
る
）。
な
お
、
天
理
世
本
は
基
本
的
に
故
宮
世
本
と
同
版
だ
が
、
鳥
居
久
靖
「
天

理
図
書
館
蔵
『
新
刻
出
像
官
板
大
字
西
遊
記
』
覚
え
書
」（『
ビ
ブ
リ
ア
』
��
号
、
一
九
五
八
）
や
『
形
成
史
の
研
究
』
���
頁
に
指
摘
さ
れ
る

通
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
故
宮
世
本
と
異
版
の
補
刻
と
思
わ
れ
る
葉
が
あ
る
（
巻
�
を
例
に
取
れ
ば
、
第
�
、
�
、
��
、
��
、
��
、
��
、
��

葉
が
そ
れ
に
当
た
る
）。
故
宮
世
本
も
謝
文
華
氏
の
指
摘
通
り
各
葉
の
字
体
は
均
一
で
は
な
い
の
だ
が
、
故
宮
世
本
の
中
で
明
ら
か
に
異
質

な
字
体
の
葉
に
つ
い
て
見
る
と
、
天
理
世
本
は
そ
れ
と
同
版
で
あ
る
場
合
も
あ
れ
ば
（
巻
�
第
��
葉
な
ど
）、
字
体
は
似
て
い
る
の
だ
が
良

く
見
る
と
異
版
で
あ
る
場
合
も
あ
る
（
巻
�0
第
�
～
�
葉
な
ど
）。
故
宮
世
本
と
同
版
の
葉
に
お
い
て
は
、
殆
ど
の
葉
で
天
理
世
本
の
方
が

印
刷
が
濃
く
、
字
が
若
干
太
く
な
り
、
図
に
お
い
て
は
細
か
い
線
が
潰
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。

（
�
）
封
面
・
序
・
目

�0
巻

�00
回
、
各
巻
均
等
に
�
回
ず
つ
を
収
め
る
。
ま
ず
秣
陵
陳
元
之
撰
の
「
刊
西
遊
記
序
」
�
葉
、
次
に
目
録
�
葉
。

天
理
世
本
に
の
み
封
面
を
存
す
る
。
四
周
単
辺
の
枠
の
中
に
二
行
に
分
け
て
「
刻
官
板
全
／
像
西
遊
記
」
と
大
書
し
、
そ
の
間
に
そ
れ
よ

り
や
や
小
さ
い
字
で
「
金
陵
唐
氏
世
徳
堂
校
梓
」
と
し
、
魁
星
図
の
朱
印
が
捺
さ
れ
る
。
磯
部
彰
『『
西
遊
記
』
受
容
史
の
研
究
』（
多
賀
出

版
、
一
九
九
五
）
の
口
絵
に
カ
ラ
ー
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
�
）
本
文

各
巻
巻
首
第
�
行
に
書
名佖
と
巻
数
（
各
巻
に
邵
康
節
「
清
夜
吟
」
の
詩
句
を
一
字
ず
つ
冠
し
て
「
×
字
巻
○
」
と
記
す
）、
第
�
行
に
全
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巻
共
通
で
「
華
陽
洞
天
主
人
校
」、
第
�
行
は
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
通
り
巻
�
、
�0
、
��
、
�0
が
「
金
陵
荣
（
榮
）
壽
堂
梓
行
」、
巻
��

が
「
書
林
熊
雲
濵
重
鍥
」、
そ
の
他
の
巻
（
�
～
�
、
��
～
��
、
��
、
��
）
で
は
「
金
陵
世
徳
堂
梓
行
」
と
な
っ
て
い
る
。

半
葉
��
行
��
字
、
四
周
単
辺
、
有
界
（
無
界
の
葉
も
）、
白
口
、
単
黒
魚
尾
。
版
心
表
記
の
原
則
は
「
出
像
西
遊
記
【
魚
尾
】
巻
之
○
○

（
七
～
八
字
分
空
白
）
葉
数
（
三
字
分
空
白
）
文
字
数
」（
文
字
数
は
巻
��
第
��
葉
に
見
え
る
の
み
）。
次
頁
表
�
で
各
巻
の
全
葉
数
と
欠
葉
、

及
び
版
心
葉
数
の
表
記
法
に
つ
い
て
示
し
、
次
々
頁
表
�
に
版
心
題
・
版
心
巻
数
が
乱
れ
て
い
る
全
て
の
葉
と
そ
の
詳
細
を
示
す
。

ま
ず
表
�
だ
が
、
注
記
し
た
巻
�
に
お
け
る
葉
数
の
ず
れ
（
原
因
は
挿
図
の
項
で
後
述
）
を
除
い
て
は
、
故
宮
世
本
と
天
理
世
本
で
異
同

は
無
い
。
葉
数
の
表
記
原
則
は
例
に
よ
っ
て
各
巻
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
だ
が
、
巻
内
で
の
統
一
度
に
つ
い
て
見
る
と
、
巻
�
、
�
、
�
、
��
で

は
乱
れ
が
多
い
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
巻
で
は
原
則
が
か
な
り
行
き
届
い
て
お
り
、
完
全
に
徹
底
さ
れ
て
い
る
巻
も
か
な
り
の
数
に
上
る
。

次
い
で
表
�
を
見
よ
う
。
巻
�
、
�
、
�0
、
��
、
��
、
��
、
�0
に
は
版
心
題
・
版
心
巻
数
の
乱
れ
が
皆
無
か
そ
れ
に
近
い
の
に
対
し
て
、

巻
�
、
��
、
��
で
は
十
数
も
の
葉
で
乱
れ
が
あ
る
。
世
徳
堂
刊
本
の
他
の
小
説
・
戯
曲
で
版
心
題
・
版
心
巻
数
が
こ
れ
ほ
ど
多
く
乱
れ
る
例

は
他
に
無
い
か
ら
、
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
は
、
或
い
は
少
な
く
と
も
そ
の
う
ち
版
心
題
・
版
心
巻
数
の
乱
れ
が
目
立
つ
巻
は
、
世
徳
堂
原

刊
の
版
木
を
用
い
た
重
印
本
で
は
な
く
、「
重
鍥
」
と
の
記
載
通
り
に
重
刻
で
あ
る
こ
と
を
示
す
現
象
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
中
で
、
巻
頭
表
記
が
「
金
陵
荣
壽
堂
梓
行
」
の
巻
�
、
�0
、
��
、
�0
が
全
て
版
心
の
乱
れ
が
非
常
に
少
な
い
巻
で
あ
る
の
は
目
を
引

く
。
こ
れ
ら
の
巻
は
葉
数
表
記
の
原
則
も
「
二
五
」
式
で
揃
っ
て
お
り
、
巻
��
以
外
の
三
巻
で
は
そ
れ
が
完
全
に
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
熊
雲
濱
の
名
を
冠
す
る
巻
��
を
初
め
、
巻
�
、
�
、
��
、
��
、
��
に
も
、「
巻
」
字
を
踊
り
字
の
よ
う
な
記
号
で
代
用
す
る
例
が

散
見
さ
れ
る
。
前
章
で
触
れ
た
通
り
、
こ
れ
は
こ
の
時
期
の
金
陵
刊
本
に
は
稀
で
建
陽
刊
本
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
現
象
な
の
で
、
熊
雲
濱
に

よ
る
重
刻
の
際
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
巻
��
、
��
、
��
、
�0
に
見
ら
れ
る
巻
数
を
記
す
べ
き
位
置
が
巻
数
で
は
な
く
幾
何
学
模
様
に
な
る
例
も
、
同
様
に
建
陽
刻
本
に
し

ば
し
ば
見
ら
れ
る
特
徴
だ
が
、「
金
陵
世
徳
堂
梓
行
」
と
記
す
葉
、「
金
陵
荣
壽
堂
梓
行
」
と
記
す
葉
で
と
も
に
こ
れ
が
見
え
る
こ
と
は
注
意
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す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
建
陽
で
の
熊
雲
濱
の
重
刻
の
際
に
世
徳
堂
・
荣
壽
堂
の
名
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
が
、
そ
れ
は
熊
雲

濱
と
世
徳
堂
の
間
に
は
業
務
提
携
が
あ
り
、
荣
壽
堂
は
世
徳
堂
の
共
同
刊
行
者
だ
っ
た
、
と
い
う
先
の
推
定
の
傍
証
と
な
る
ま
い
か
。

総
じ
て
、
版
心
か
ら
は
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
が
額
面
通
り
重
刻
本
だ
と
思
わ
れ
る
例
が
多
く
見
出
せ
た
。
版
心
表
記
の
乱
れ
は
特
定
の

巻
に
集
中
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
を
見
る
と
徐
朔
方
氏
の
「
巻
ご
と
の
配
本
」
説
を
有
力
視
し
た
く
な
る
。
し
か
し
、
各
巻
巻
頭
の
刊

行
者
名
も
版
心
表
記
の
乱
れ
も
故
宮
世
本
と
天
理
世
本
で
共
通
で
あ
る
か
ら
、伝
来
過
程
で
の
配
本
と
い
う
可
能
性
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
、
版
心
表
記
の
乱
れ
が
皆
無
な
巻
で
も
全
葉
が
浅
野
世
本
と
異
版
で
あ
り
、
し
か
も
そ
う
し
た
巻
は
浅
野
世
本
で
も
版
心
の
乱
れ
が

無
い
（
後
掲
表
�
参
照
）
と
い
う
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
や
は
り
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
は
全
巻
が
熊
雲
濱
に
よ
る
重
刻
で
、
巻
頭
の

卄 卄 卄

卄

卄 卄

卄 卄 卄 卄

卄 卄

表4　故宮世本と天理世本の全葉数と欠葉、及び葉数表記
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卄

表5　故宮世本と天理世本、版心題・巻数表記の乱れ
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刊
行
者
名
に
従
っ
て
巻
ご
と
に
版
木
の
由
来
が
違
う
と
い
う
こ
と
は
無
い
と
見
て
よ
か
ろ
う侒
。
版
心
の
乱
れ
が
特
定
の
巻
に
偏
っ
て
い
る
の

は
、
巻
ご
と
に
担
当
す
る
刻
工
が
違
っ
た
な
ど
の
事
情
が
あ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
故
宮
世
本
が
配
本
で
は
な
い
と
す
る
謝
文
華
氏
と
そ
の
点
で
は
結
論
が
一
致
し
た
が
、
謝
氏
は
熊
雲
濱
の
行
っ
た
の
は
全
巻
の
重

刻
で
は
な
く
部
分
的
な
補
修
・
補
版
に
過
ぎ
な
い
と
看
做
し
て
お
り
（
前
掲
論
文
��
頁
）、
そ
の
点
は
筆
者
の
見
解
と
異
な
る
。
謝
氏
は
浅

野
世
本
を
未
見
で
あ
る
た
め
、
故
宮
世
本
と
は
全
葉
が
異
版
の
本
が
存
在
す
る
（
し
た
）
と
い
う
想
定
は
し
に
く
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
�
）
挿
図

挿
図
の
形
式
や
数
に
つ
い
て
は
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
通
り
で
、
故
宮
世
本
と
日
光
世
本
が

���
図
に
対
し
、
天
理
世
本
は

���
図
し
か
存

し
な
い
。
故
宮
世
本
・
日
光
世
本
に
あ
っ
て
天
理
世
本
に
無
い
図
は
第
�
回
第
�
図
（
故
宮
世
本
巻
�―

��
Ｂ
��
Ａ
）
と
第
��
回
第
�
図

（
同
巻
��―

��
Ｂ
��
Ａ
）
だ
が
、
後
者
は
��
Ａ
、
��
Ｂ
が
と
も
残
る
た
め
、
伝
来
の
過
程
で
図
の
み
が
切
り
取
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る侊
。

し
か
し
、
前
者
は
天
理
世
本
は
巻
�―
��
Ｂ
と
し
て
故
宮
世
本
の
巻
�―

��
Ｂ
を
重
刻
し
て
お
り
、
以
下
の
葉
で
は
必
ず
版
心
葉
数
を
故
宮

世
本
か
ら
�
を
引
い
た
数
字
に
改
め
て
い
る
か
ら
、
刊
行
時
か
ら
無
か
っ
た
ら
し
い
。
先
行
す
る
版
本
か
ら
図
を
削
り
、
以
降
の
葉
の
版
心

葉
数
を
そ
の
分
詰
め
る
と
い
う
作
業
は
、（
ハ―
�
）
が
（
ハ―

�
）
に
対
し
て
行
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
前
述
の
通
り
天
理

世
本
の
巻
�
に
は
補
刻
葉
が
目
立
つ
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
こ
れ
だ
け
を
も
っ
て
天
理
世
本
全
体
を
判
断
は
出
来
な
い
が
、
少
な
く
と
も
天

理
世
本
の
巻
�
に
関
し
て
は
、
故
宮
世
本
・
日
光
世
本
の
巻
�
よ
り
も
後
の
刊
行
と
見
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

ま
た
、
天
理
世
本
に
存
す
る
図
は
、
版
木
の
割
れ
目
や
匡
郭
の
欠
損
箇
所
の
一
致
具
合
か
ら
見
て
、
二
つ
を
除
き
故
宮
世
本
と
完
全
な
同

版
で
あ
る
。
問
題
が
あ
る
の
は
第
��
回
第
�
図
（
巻
�―

��
Ｂ
��
Ａ
）
と
第
��
回
第
�
図
（
巻
�0―

�
Ｂ
�
Ａ
）。『
資
料
の
研
究
』

��0
頁
と

���
頁
に
そ
れ
ぞ
れ
日
光
世
本
も
含
め
た
書
影
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い侚
。
両
図
は
日
光
世
本
と
天
理
世
本
が
同
じ
で
、
故
宮
世
本
だ
け
が

異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
磯
部
氏
が
天
理
世
本
が
故
宮
世
本
に
先
行
す
る
と
判
断
し
た
根
拠
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
紙

幅
の
都
合
も
あ
る
の
で
本
論
で
は
こ
れ
以
上
触
れ
ず
、記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
の
中
で
の
刊
行
の
先
後
に
つ
い
て
は
判
断
を
保
留
し
て
お
く
。
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但
し
、
一
つ
だ
け
磯
部
氏
の
説
に
疑
問
を
呈
し
て
お
く
と
、
日
光
世
本
は
巻
�
の
図
の
数
及
び
全
葉
数
は
故
宮
世
本
と
共
通
し
、
巻
�
、
�0

の
図
は
天
理
世
本
と
共
通
し
て
い
る
。
と
な
れ
ば
、
故
宮
世
本
と
天
理
世
本
の
ど
ち
ら
が
先
行
す
る
か
は
さ
て
お
き
、
長
澤
氏
の
説
で
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
、
日
光
世
本
は
故
宮
世
本
と
天
理
世
本
の
中
間
に
位
置
付
け
る
の
が
妥
当
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？

な
お
、
原
則
各
巻
�
図
ず
つ
の
故
宮
世
本
で
挿
図
が
無
い
の
は
、
第
�
回
及
び
第
��
回
の
後
半
と
、
第
��
回
相
当
部
分侔
の
前
半
で
あ
る
。

他
、
故
宮
世
本
は
巻
��
第
�0
葉
が
欠
葉
な
た
め
第
��
回
�
図
目
の
右
半
分
を
欠
く
が
、
こ
れ
は
天
理
世
本
に
は
存
す
る
。

二
、
浅
野
世
本

巻
��
か
ら
巻
�0
ま
で
の
み
存
す
る
残
本
。
後
印
本
だ
が
、
一
部
の
葉
を
除
き
印
刷
状
態
は
か
な
り
良
好
で
あ
る
。
磯
部
氏
が
『
資
料
の
研

究
』

�0�
頁
に
て
「
白
棉
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
」
と
さ
れ
る
が
、
筆
者
も
そ
う
感
じ
た
。
付
言
す
れ
ば
、
紙
質
は
ど
の
巻
も

均
質
で
あ
っ
た
か
ら
、
伝
来
の
過
程
で
の
補
配
が
あ
る
可
能
性
は
考
え
に
く
い
。
存
す
る
巻
に
は
欠
葉
無
し
。

（
�
）
本
文

版
式
は
故
宮
世
本
に
等
し
い
が
、
全
葉
が
異
版
で
あ
る
。
浅
野
世
本
は
俗
字
や
略
字
を
あ
ま
り
使
わ
ず
、
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
で
は
俗

字
や
略
字
を
用
い
る
箇
所
が
こ
の
本
で
は
正
字
で
あ
る
と
い
う
例
が
非
常
に
多
い
（
例
え
ば
、「
変
」「
难
」「
宝
」「
覌
」
に
対
し
て
「
變
」

「
難
」「
寳
」「
觀
」
な
ど
）。
世
徳
堂
原
刊
の
（
イ
）（
ロ
）
に
は
俗
字
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
の
で
、
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
は
や
は
り
重

刻
本
で
、
浅
野
世
本
は
仮
に
世
徳
堂
原
刊
本
そ
の
も
の
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
に
比
べ
て
よ
り
良
く
原
刊
本
の
趣

を
伝
え
て
い
る
と
考
え
て
良
か
ろ
う
（
王
少
淮
の
名
が
浅
野
世
本
に
の
み
残
る
こ
と
も
そ
の
一
例
で
あ
る
）。

但
し
、
太
田
氏
注
��
前
掲
書
���
頁
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
一
部
に
明
ら
か
に
補
刻
と
思
わ
れ
る
字
体
の
異
な
る
葉
が
あ
り
、
そ
う
し

た
葉
を
中
心
に
逆
の
ケ
ー
ス
も
若
干
見
ら
れ
る
（
例
え
ば
、
巻
��―

��
Ａ
で
浅
「
宝
」「
无
」「
难
」
に
対
し
故
天
「
寳
」「
無
」「
難
」）。

ま
た
、
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
と
の
間
に
は
異
体
字
に
止
ま
ら
な
い
字
句
の
異
同
も
僅
か
な
が
ら
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
世
本
『
西
遊



20

記
』
の
直
系
の
後
継
版
本
（『
唐
僧
西
遊
記
』、
清
白
堂
本
、
三
種
あ
る
李
卓
吾
評
本
各
種
）
で
は
、
浅
野
世
本
と
一
致
す
る
例
も
あ
れ
ば
、

却
っ
て
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
と
一
致
す
る
例
も
あ
る
。
巻
��―

��
Ａ
の
浅
「
大
凨
」
に
対
し
て
故
天
「
天
凨
」
は
後
者
の
一
例
。

版
心
表
記
に
関
し
て
は
次
頁
表
�
の
通
り
。
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
で
乱
れ
が
多
い
巻
��
に
全
く
乱
れ
が
見
ら
れ
な
い
な
ど
、
記
「
熊
雲

濵
重
鍥
」
本
と
比
べ
て
版
心
表
記
の
統
一
度
は
遥
か
に
高
い
。
し
か
し
、
巻
��
、
��
の
版
心
題
・
版
心
巻
数
の
乱
れ
の
多
さ
は
、
前
章
で
見

た
世
徳
堂
刊
本
の
特
徴
に
照
ら
し
て
考
え
る
と
、
浅
野
世
本
が
全
面
的
に
世
徳
堂
原
刊
の
版
木
を
使
っ
て
い
る
と
断
ず
る
こ
と
を
躊
躇
さ
せ

る
に
は
十
分
な
量
で
あ
る
。
し
か
も
、
浅
野
世
本
の
版
心
表
記
の
乱
れ
の
殆
ど
は
、
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
と
一
致
し
て
い
る
。
ど
の
葉
で

も
両
者
は
例
外
な
く
異
版
で
は
あ
る
が
、
字
の
細
か
い
形
ま
で
非
常
に
良
く
似
通
う
葉
も
多
く
、
少
な
く
と
も
そ
う
し
た
葉
で
は
両
者
の
間

に
は
直
接
の
覆
刻
の
関
係
を
想
定
し
た
い
。
だ
が
、
な
ら
ば
何
故
一
部
の
巻
に
の
み
版
心
の
乱
れ
が
一
致
す
る
葉
が
含
ま
れ
、
他
の
巻
で
は

記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
だ
け
に
版
心
の
乱
れ
が
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？

更
に
、
前
記
の
う
ち
巻
��
で
は
、
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
で
正
字
体
で
あ
る
字
を
浅
野
世
本
が
略
字
と
し
て
い
る
例
が
散
見
さ
れ
る
。
こ

う
な
る
と
、
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
が
単
純
に
浅
野
世
本
を
覆
刻
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
逆
に
、
こ
う
し
た
巻
に
つ
い
て
は

浅
野
世
本
の
方
が
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
に
よ
っ
て
補
刻
し
た
た
め
に
一
致
が
生
じ
た
、
と
考
え
る
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

浅
野
世
本
が
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
に
よ
っ
て
補
刻
し
た
葉
を
含
む
可
能
性
は
、
巻
��―

�
Ａ
か
ら
も
窺
え
る
。
浅
野
世
本
の
各
巻
巻
頭

第
�
行
は
巻
��
を
除
き
故
宮
世
本
に
同
じ
な
の
だ
が
、
巻
��
だ
け
は
何
も
記
さ
な
い
。
巻
��―

�
Ａ
は
�
行
目
と
�
行
目
の
間
の
界
線
が
、

ち
ょ
う
ど
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
で
「
書
林
熊
雲
濵
重
鍥
」
と
あ
る
高
さ
の
と
こ
ろ
だ
け
途
切
れ
て
い
る
の
で
（
次
頁
図
�
～
�
）、
そ
こ

に
あ
っ
た
何
ら
か
の
文
字
を
削
り
取
っ
た
も
の
と
見
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
磯
部
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
浅
野
本
巻
十
六
の
刊
記
に
つ
い
て

は
、
熊
雲
濱
重
鍥
を
削
除
し
た
重
刻
本
と
い
う
見
方
も
出
来
る
。
し
か
し
、
世
徳
堂
名
な
ど
を
残
し
、
熊
雲
濱
名
を
削
っ
て
空
欄
と
し
た
理

由
は
十
分
説
明
で
き
な
い
。
浅
野
本
で
削
っ
た
空
欄
を
、
熊
雲
濱
が
自
名
で
埋
め
た
の
で
は
な
い
か
」（『
資
料
の
研
究
』
���
頁
）
と
述
べ
ら

れ
る
が
、
そ
う
考
え
た
場
合
、
今
度
は
浅
野
世
本
が
巻
��
に
限
っ
て
刊
行
者
名
を
削
っ
た
理
由
が
分
か
ら
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
や
は



21 世徳堂本『西遊記』版本問題の再検討初探

卄 卄

鵉

覌 呌

覌

卄 卄

表6　浅野世本の版心表記が通常でない葉

卄 卄

鵉

覌 呌

覌

卄 卄

図1　浅野世本巻16�1A（部分） 図2　故宮世本巻16�1A（部分） 図3　天理世本巻16�1A（部分）
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り
、
こ
の
巻
に
だ
け
熊
雲
濱
の
名
が
見
え
る
た
め
に
削
っ
た
、
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
磯
部
氏
が
「
十
分
説
明
で
き
な

い
」
と
す
る
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
熊
氏
と
言
え
ば
建
陽
の
書
林
と
し
て
名
高
く
、
当
時
建
陽
の
刻
書
と
言
え
ば
胡
応
麟
『
経
籍
会
通
』

巻
四
（『
少
室
山
房
筆
叢
』
巻
四
）
に
「
余
所
見
当
今
刻
本
…
…
閩
本
最
下
」
と
あ
る
よ
う
に
粗
悪
本
の
代
表
の
如
く
言
わ
れ
て
い
た
か
ら

で
は
な
か
ろ
う
か
。
対
し
て
、
金
陵
刻
本
は
良
質
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
金
陵
世
徳
堂
や
金
陵
荣
壽
堂
の
名
は
商
品
価
値
を
高
め
る
も
の

だ
っ
た
た
め
に
残
さ
れ
た―

―

こ
う
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
。
浅
野
世
本
の
巻
��
巻
頭
は
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
と
は
異
版
で

あ
る
か
ら
、
一
旦
熊
雲
濵
の
名
ま
で
忠
実
に
覆
刻
し
た
版
木
を
作
っ
た
上
で
、
後
に
熊
雲
濵
の
名
を
削
っ
た
の
で
あ
ろ
う俍
。

以
上
の
分
析
か
ら
、「
浅
野
世
本
は
基
本
的
に
は
世
徳
堂
原
刊
本
の
重
印
或
い
は
そ
の
か
な
り
忠
実
な
覆
刻
本
で
あ
る
が
、
一
部
の
葉
は

記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
を
覆
刻
し
て
補
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
�
）
挿
図

こ
ち
ら
も
全
葉
が
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
と
は
異
版
。
一
部
に
明
ら
か
に
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
よ
り
彫
り
の
稚
拙
な
図
が
あ
る
。
一
例

と
し
て
巻
��―

��
Ｂ
��
Ａ
を
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
と
比
べ
て
み
よ
う
（
次
頁
図
�
～
�
）。
��
Ａ
左
上
の
孫
行
者
の
顔
と
左
手
に
注
目
さ

れ
た
い
。
浅
野
世
本
は
明
ら
か
に
覆
刻
と
分
か
る
彫
り
で
、
却
っ
て
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
の
方
が
精
巧
で
あ
る
。
同
じ
葉
の
も
う
一
人

（
賽
太
歳
）
の
両
手
も
同
様
だ
。
極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
こ
の
葉
は
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
を
覆
刻
し
て
浅
野
世
本
を
作
る
こ
と
は
容

易
だ
が
、
逆
は
困
難
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
や
は
り
浅
野
世
本
は
全
面
的
に
初
刻
本
と
看
做
す
に
は
問
題
が
あ
る
よ
う
だ
。

浅
野
世
本
を
初
刻
本
と
看
做
す
立
場
か
ら
は
問
題
と
な
る
点
を
も
う
一
つ
挙
げ
よ
う
。
巻
��―

��
Ｂ
��
Ａ
（
次
頁
図
�
）、
巻
��―

��
Ｂ

�0
Ａ
（
次
々
頁
図
�
）、
同
��
Ｂ
��
Ａ
の
三
図
は
左
右
の
面
で
図
柄
が
繋
が
っ
て
お
ら
ず
、
巻
��―

��
Ｂ
�0
Ａ
は
構
図
が
他
よ
り
単
純
で
彫

り
も
稚
拙
で
あ
る
。
し
か
も
、
巻
��
第
�0
、
��
葉
は
版
面
が
他
の
葉
よ
り
小
さ
い
。
上
記
の
問
題
は
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
で
も
同
様
で
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
不
自
然
な
図
は
他
の
世
徳
堂
刊
本
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
図
は
浅
野
世
本
・
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」

本
の
両
者
が
と
も
に
原
刊
本
の
様
相
を
伝
え
て
い
な
い
疑
い
が
あ
る
の
だ
（
無
論
、
原
刊
本
で
も
そ
う
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が偀
）。
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但
し
、
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
、
浅
野
世
本
と
も
に
殆
ど
の
図
は
見
事
な
出
来
栄
え
で
、
ど
ち
ら
の
刻
工
も
確
か
な
腕
だ
っ
た
こ
と
を
窺

わ
せ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
浅
野
世
本
に
王
少
淮
の
署
名
が
見
え
る
図
を
挙
げ
て
お
く
（
前
頁
図
�
～
��
）。
た
だ
、
こ
の
図
に
も
実
は

問
題
が
あ
る
。
浅
野
世
本
は
孫
行
者
の
金
箍
棒
や
猪
八
戒
の
九
歯
釘
鈀
な
ど
武
器
の
柄
を
全
て
陽
刻
に
し
て
い
る
が
、
浅
野
世
本
自
身
と
記

「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
も
含
め
、
王
少
淮
写
像
の
図
で
は
武
器
の
柄
は
陰
刻
と
す
る
例
が
圧
倒
的
に
多
い
の
だ
。
陽
刻
と
す
る
例
が
他
に
全
く

無
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
直
ち
に
浅
野
世
本
が
初
刻
で
な
い
証
拠
と
は
な
ら
な
い
が
、
怪
し
い
と
思
い
始
め
る
と
�
Ｂ
左
上
の
人
物
の
顔
も

浅
野
世
本
で
は
や
や
稚
拙
な
よ
う
な
気
も
し
て
く
る
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

結
局
不
明
の
点
が
非
常
に
多
く
残
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
以
上
の
検
討
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
小
結
と
す
る
。

ま
ず
、
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
は
全
巻
が
建
陽
で
の
重
刻
で
、
徐
朔
方
氏
の
説
の
よ
う
な
巻
ご
と
の
配
本
で
は
な
い
。
刊
行
者
熊
雲
濵

（
体
忠
）
の
活
動
年
代
や
、
唐
氏
世
徳
堂
が
彼
の
同
族
で
あ
る
熊
大
木
撰
の
小
説
を
多
く
刊
行
し
て
い
る
縁
を
考
え
る
と
、
万
暦
�0
年
の
世

本
『
西
遊
記
』
原
刊
本
の
刊
行
か
ら
ほ
ど
な
い
時
期
に
、世
徳
堂
か
ら
正
式
に
重
刻
の
権
利
を
認
め
ら
れ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
浅
野
世
本
は
版
心
表
記
の
乱
れ
や
俗
字
の
少
な
さ
な
ど
、
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
よ
り
世
徳
堂
原
刊
本
に
近
い
と
思
わ
れ
る
特
徴

が
多
く
、
挿
図
に
は
画
工
名
（
王
少
淮
）
を
残
す
。
し
か
し
、
巻
��
巻
頭
第
�
、
�
行
の
削
除
や
、
一
部
の
巻
で
の
版
心
表
記
の
乱
れ
の
多

さ
と
そ
の
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
と
の
一
致
、
一
部
の
挿
図
の
彫
り
の
稚
拙
さ
な
ど
か
ら
、
全
面
的
に
世
徳
堂
原
刊
本
の
版
木
を
用
い
た
も

の
と
は
看
做
し
難
い
し
、記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
と
の
関
係
も
片
方
が
片
方
の
覆
刻
と
言
い
切
れ
る
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
。

浅
野
世
本
が
世
徳
堂
原
刊
本
の
版
木
を
利
用
し
た
補
修
重
印
本
な
の
か
、
そ
れ
と
も
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
と
は
異
な
る
重
刻
本
だ
っ
た

の
か
に
つ
い
て
は
、
記
「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
と
の
よ
り
詳
細
な
字
句
や
図
面
の
比
較
を
行
っ
た
上
で
、
直
系
の
後
続
版
本
に
直
接
影
響
し
て

い
る
の
が
ど
ち
ら
で
あ
る
か
の
検
討
な
ど
も
含
め
た
多
角
的
な
視
点
で
判
断
す
べ
き
問
題
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
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注（
�
）　

略
称
を
単
に
「
○
○
本
」
と
せ
ず
に
「
○
○
世
本
」
と
し
た
の
は
、
日
光
輪
王
寺
慈
眼
堂
と
広
島
市
立
中
央
図
書
館
浅
野
文
庫
が
他
に
も
『
西
遊

記
』
の
明
刊
本
を
所
蔵
し
て
お
り
、『
西
遊
記
』
の
版
本
に
つ
い
て
全
体
的
な
考
察
を
行
う
際
に
そ
の
区
別
が
必
要
に
な
る
た
め
。

（
�
）　

高
崎
藩
大
河
内
家
の
旧
蔵
書
が
村
口
書
店
を
経
て
一
九
三
三
年
に
北
京
図
書
館
（
現
・
国
家
図
書
館
）
の
前
身
で
あ
る
北
平
図
書
館
に
入
り
、
大

戦
中
に
他
の
善
本
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
に
移
管
さ
れ
、
一
九
六
五
年
に
台
湾
に
渡
っ
た
も
の
で
、
実
際
に
は
北
京
図
書
館
に
入
っ
て
は
い
な
い
。
ア

メ
リ
カ
で
撮
影
さ
れ
た
「
旧
北
平
図
書
館
善
本
書
膠
片
」
が
国
家
図
書
館
や
日
本
の
国
立
国
会
図
書
館
な
ど
に
蔵
さ
れ
（
本
稿
は
後
者
蔵
膠
片
に
よ

る
）、
上
海
古
籍
出
版
社
『
古
本
小
説
集
成
』
に
影
印
も
収
め
る
た
め
、
日
本
所
蔵
で
影
印
本
も
無
い
他
の
三
本
よ
り
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

（
�
）　

同
氏
「
世
徳
堂
刊
西
遊
記
の
版
本
研
究
」（『
東
北
大
学
文
学
語
学
論
集
』
第
�0
号
、
二
〇
〇
五
）
を
改
題
の
上
加
筆
修
正
し
た
も
の
。

（
�
）　

但
し
、
天
理
世
本
と
故
宮
世
本
の
前
後
に
つ
い
て
は
磯
部
氏
自
身
が
『
資
料
の
研
究
』

���
頁
の
注
�
に
て
、
こ
れ
と
逆
に
見
え
る
葉
も
あ
り
結
論

に
疑
問
の
余
地
が
残
る
こ
と
を
述
べ
、
現
存
諸
本
が
配
本
で
あ
る
可
能
性
も
含
め
て
更
な
る
検
討
を
要
す
る
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

（
�
）　

国
立
公
文
書
館
で
紙
焼
き
複
写
を
閲
覧
。
書
誌
的
に
は
『
新
刊
出
像
補
訂
參
采
史
鑑
南
宋
志
傳
通
俗
演
義
題
評
』
�0
巻
�0
回
と
『
新
刊
出
像
補
訂

參
采
史
鑑
北
宋
志
傳
通
俗
演
義
題
評
』
�0
巻
�0
回
の
合
刻
だ
が
、
内
容
は
一
繋
が
り
。
仮
に
後
世
附
さ
れ
た
表
紙
に
書
か
れ
た
題
を
総
称
と
し
た
。

（
�
）　

巻
首
題
『
新
刊
出
像
補
訂
參
采
史
鑑
唐
書
志
傳
通
俗
演
義
題
評
』。
中
華
書
局
『
古
本
小
説
叢
刊
』
第
二
八
輯
所
収
の
影
印
本
に
よ
っ
た
。
尊
経
閣

文
庫
に
も
同
版
本
を
蔵
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
未
見
。
ま
た
、
周
氏
大
業
堂
に
よ
る
一
部
の
版
心
に
「
世
徳
堂
刊
」
の
文
字
を
残
し
た
重
印
本
も
あ

る
と
の
こ
と
で
、
本
論
の
趣
旨
か
ら
は
参
照
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
未
見
。

（
�
）　

北
京
大
学
の
潘
建
国
教
授
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
記
載
し
た
デ
ー
タ
を
お
調
べ
頂
く
と
と
も
に
、
撮
影
の
申
請
を
代
行
の
上
で
若
干
の
書
影
を
お
送

り
頂
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。（
イ
）
と
同
様
に
書
誌
的
に
は
西
晋
と
東
晋
で
別
書
名
で
あ
る
が
、
共
通
の
目

録
に
『
新
鍥
重
訂
出
像
註
釋
通
俗
演
義
東
西
両
晉
志
傳
題
評
』
と
題
す
る
。
世
徳
堂
原
刊
の
版
木
を
用
い
た
重
印
本
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
潘
氏
の

見
解
で
、（
ハ―

�
）
の
影
印
本
の
李
夢
生
「
前
言
」
や
、
大
塚
秀
高
「
嘉
靖
定
本
か
ら
万
暦
新
本
へ
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
百
二
十
四

冊
、
一
九
九
四
）
も
同
様
の
判
断
。
但
し
、
潘
氏
に
よ
る
と
一
部
に
字
体
の
異
な
る
葉
や
彫
り
が
些
か
劣
る
図
が
あ
る
と
の
こ
と
で
（
筆
者
も
お
送

り
頂
い
た
書
影
で
確
認
し
た
）、
部
分
的
に
補
修
や
補
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
作
業
は
お
そ
ら
く
周
氏
大
業
堂
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

（
�
）　

孫
楷
第
『
中
国
通
俗
小
説
書
目
』
��
年
版
（
作
家
出
版
社
、
一
九
五
七
）
に
「
万
暦
四
十
年
」
と
記
さ
れ
（
��
年
版
で
も
同
じ
）、
数
多
く
の
論
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文
・
書
目
が
踏
襲
す
る
が
、
実
際
は
刊
年
に
関
す
る
記
載
は
一
切
見
ら
れ
な
い
（
潘
氏
の
ご
教
示
及
び
大
塚
氏
前
掲
論
文
に
よ
る
）。（
ハ―

�
）
や
、

そ
の
他
の
同
版
と
さ
れ
る
本
に
関
す
る
報
告
か
ら
も
「
万
暦
四
十
年
」
の
根
拠
は
見
出
せ
な
い
。
刊
年
不
詳
と
し
て
お
く
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

（
�
）　
『
古
本
小
説
集
成
』
所
収
の
影
印
本
に
よ
っ
た
。
東
晋
巻
�
第
��
葉
以
降
と
、
同
巻
�
～
�
の
全
葉
が
（
ハ―

�
）
と
は
異
版
の
補
刻
葉
な
の
で

（
字
体
が
明
ら
か
に
異
な
る
ほ
か
、
眉
批
と
挿
図
を
全
て
省
い
て
い
る
）、（
ハ―

�
）
の
補
修
本
と
分
か
る
。
周
氏
大
業
堂
の
名
を
記
す
西
晋
巻
�
第

�
葉
か
ら
し
て
（
ハ―

�
）
の
覆
刻
で
（
こ
の
葉
Ｂ
面
は
図
だ
が
、
明
ら
か
に
覆
刻
と
分
か
る
稚
拙
さ
で
あ
る
）、
他
に
も
（
ハ
ー
�
）
と
版
の
異
な

る
補
刻
葉
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、（
ハ―

�
）
を
実
見
し
て
い
な
い
の
で
未
調
査
。

（
�0
）　
『
古
本
小
説
叢
刊
』
第
三
三
輯
所
収
の
影
印
本
に
よ
っ
た
。
他
の
世
徳
堂
刊
本
と
は
字
体
・
風
格
が
明
ら
か
に
異
な
る
。
仮
に
同
「
前
言
」
に
従
っ

て
王
慎
脩
に
よ
る
世
徳
堂
本
の
重
印
本
と
し
た
が
、
逆
に
王
慎
脩
重
刊
本
の
版
木
を
用
い
て
金
陵
世
徳
堂
が
重
印
し
た
も
の
と
の
説
も
あ
る
。
世
徳

堂
の
関
与
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
観
点
か
ら
表
に
入
れ
た
が
、
表
内
の
他
の
版
本
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。
巻
�
全
葉
と
巻
�
第
��
葉
ま
で
は
清
代

の
書
坊
に
よ
る
補
刻
と
さ
れ
る
。
北
京
大
学
図
書
館
に
も
同
版
本
を
蔵
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
未
見
。

（
��
）　

原
本
を
閲
覧
し
た
。
内
閣
文
庫
は
完
全
に
同
版
の
二
本
を
蔵
す
る
が
、
封
面
を
存
す
る
の
は
林
家
旧
蔵
の
一
本
の
み
。

（
��
）　

斉
魯
書
社
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
に
影
印
を
収
め
る
国
家
図
書
館
蔵
��
巻
本
（
�0
行
�0
字)

が
封
面
に
言
う
「
北
京
原
板
」
で
あ
る
可
能
性
が

あ
る
が
、
詳
細
不
明
。
唐
氏
世
徳
堂
刊
本
で
「
北
京
原
板
」
を
謳
う
例
は
、
管
見
の
範
囲
で
は
他
に
封
面
に
「（
頭
二
字
欠
損
、「
萬
暦
」
か
？
）
辛

丑
（
万
暦
��
年
）
秋
月
唐
氏
世
徳
堂
遵
依
北
京
梓
行
」
と
見
え
る
『
皇
明
典
故
紀
聞
』（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
）
が
あ
る
。

（
��
）　
（
ヘ
）（
ト
）
は
と
も
に
故
宮
世
本
同
様
国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
図
書
課
第
一
別
堂
所
蔵
の
「
旧
北
平
図
書
館
善
本
書
膠
片
」
に
よ
っ
た
。

（
��
）　

既
に
多
く
の
指
摘
が
あ
る
が
、
謝
文
華
氏
前
掲
論
文
第
二
章
第
四
節
「
陳
元
之
與
陳
氏
尺
蠖
齋
」（
��
～
��
頁
）
が
最
も
詳
し
い
。

（
��
）　

な
お
、（
ロ
）
の
「
万
八
刊
」（
表
�
参
照
）
に
つ
き
、『
古
本
小
説
叢
刊
』
第
二
八
輯
「
前
言
」
は
「
万
暦
八
年
刊
」
の
略
と
看
做
す
が
、
こ
の
版

本
の
刊
行
者
・
序
に
記
載
の
年
・
評
釈
者
・
画
工
・
版
式
が
全
て
万
暦
��
年
序
の
（
イ
）
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
信
じ
が
た
い
。
万
暦
後

期
か
ら
崇
禎
に
か
け
て
の
挿
図
刻
工
と
し
て
名
高
い
劉
素
明
に
「
素
明
刊
」
と
署
名
す
る
例
が
多
数
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
万
八
」
は
刻
工
名
で
は
な

か
ろ
う
か
。
金
陵
刊
本
で
画
工
名
と
刻
工
名
が
別
々
に
見
え
る
例
と
し
て
は
、
万
暦
��
年
周
曰
校
万
巻
楼
原
刊
『
新
刻
校
正
古
本
大
字
音
釋
三
国
志

通
俗
演
義
』
の
巻
�
第
�
図
に
「
上
元
泉
水
王
希
尭
寫
」、
巻
�
第
�
図
に
「
白
下
魏
少
峰
刻
」
と
あ
る
。
王
希
尭
は
姓
・
籍
貫
と
も
に
王
少
淮
と
同

じ
で
、
画
風
も
殆
ど
同
じ
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
酷
似
し
て
い
る
。
一
族
で
画
工
を
生
業
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

（
��
）　

大
塚
氏
は
熊
大
木
の
関
与
し
た
嘉
靖
刊
本
を
「
嘉
靖
定
本
」
と
、
金
陵
刊
本
と
余
象
斗
刊
本
を
「
万
暦
新
本
」
と
そ
れ
ぞ
れ
称
す
る
。
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（
��
）　

な
お
、
万
暦
年
間
に
活
動
し
た
書
林
金
陵
唐
氏
は
、
他
に
万
暦
��
年
刊
『
歴
朝
翰
墨
選
註
』（
上
海
図
書
館
蔵
本
の
影
印
を
『
四
庫
全
書
存
目
叢

書
』
に
収
め
る
）
に
「
繍
谷
□
唐
廷
仁
□
國
壽
父
□
校
梓
」
と
署
名
す
る
唐
廷
仁
や
、
大
量
の
戯
曲
を
刊
行
し
た
こ
と
で
名
高
い
唐
氏
富
春
堂
主
人

な
ど
も
お
り
、
後
者
は
多
く
の
葉
の
版
心
に
「
德
壽
堂
梓
」
と
見
え
る
『
新
編
古
今
事
文
類
聚
』
を
「
金
陵
□
□
唐
富
春
□
□
子
和
□
□
刊
」
の
署

名
で
万
暦
甲
辰
（
万
暦
��
年
）
孟
春
に
「
補
遺
重
刻
」
し
て
も
い
る
（
内
閣
文
庫
蔵
本
の
封
面
に
は
「
雲
林
唐
積
秀
梓
行
」
と
あ
る
）。
唐
晟
・
唐
㫤

兄
弟
も
含
め
上
記
の
う
ち
何
人
か
は
号
や
別
字
、
改
名
な
ど
の
関
係
で
実
際
は
同
一
人
物
か
も
し
れ
な
い
（
世
徳
堂
主
人
と
富
春
堂
主
人
に
は
既
に

同
一
人
物
説
が
あ
る
）。
唐
晟
と
唐
㫤
の
字
を
見
る
に
少
な
く
と
も
間
に
も
う
一
人
兄
弟
が
い
そ
う
だ
が
、
そ
れ
ら
の
考
察
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お

く
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
磯
部
氏
の
推
定
通
り
荣
壽
堂
が
唐
氏
の
書
坊
で
世
徳
堂
の
共
同
刊
行
者
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
よ
う
に
思
う
。

（
��
）　

明
白
に
建
陽
刊
本
と
知
れ
る
明
刊
百
回
本
『
西
遊
記
』
だ
け
で
も
、
癸
卯
（
万
暦
��
年
）
序
、「
閩
建
書
林
楊
氏
梓
」
の
清
白
堂
本
（
内
閣
文
庫

蔵
）、「
崇
禎
辛
未
歳
（
崇
禎
�
年
、
一
六
三
一
）
閩
斎
堂
楊
居
謙
梓
」
の
閩
斎
堂
本
（
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
）
に
多
く
の
例
が
確
認
出
来
る
。
ま
た
、

蓮
牌
木
記
を
用
い
る
こ
と
か
ら
建
陽
刊
本
か
と
疑
わ
れ
て
い
る
刊
年
不
詳
の
書
林
朱
継
源
刊
本
『
唐
僧
西
遊
記
』（
日
光
輪
王
寺
慈
眼
堂
、
叡
山
文

庫
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
で
も
多
用
さ
れ
て
い
る
。

（
��
）　

詳
細
は
太
田
辰
夫
『
西
遊
記
の
研
究
』（
研
文
出
版
、
一
九
八
四
）
十
二
「
世
徳
堂
本
西
遊
記
（
世
本
）
考
」

���
頁
を
参
照
。

（
�0
）　

但
し
、
注
�
に
紹
介
し
た
中
で
磯
部
氏
が
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
部
分
的
な
補
配
の
可
能
性
ま
で
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
��
）　

こ
の
図
は
猪
八
戒
が
七
人
の
蜘
蛛
精
の
入
浴
に
乱
入
す
る
場
面
を
描
き
、
裸
の
女
性
が
並
ぶ
エ
ロ
チ
ッ
ク
な
も
の
な
の
で
、
も
と
も
と
寺
院
に
所

蔵
さ
れ
て
い
た
こ
の
本
で
は
、
真
面
目
な
僧
侶
に
よ
り
修
行
の
妨
げ
と
し
て
故
意
に
取
り
去
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
��
）　

但
し
、
同
書
初
版
第
�
刷
で
は
後
者
を
誤
っ
て
「
巻
十
五　

第
��
回
」
と
記
載
し
て
い
る
。

（
��
）　

第
��
回
だ
け
は
本
文
内
に
回
数
・
回
目
を
表
記
す
る
行
が
無
く
、
見
か
け
上
は
他
の
倍
の
分
量
の
第
��
回
の
次
に
第
��
回
が
あ
る
形
に
な
っ
て
い

る
（
目
録
で
は
第
��
回
の
回
目
も
示
さ
れ
て
い
る
）。
こ
の
現
象
は
『
唐
僧
西
遊
記
』
や
清
白
堂
本
も
引
き
継
ぐ
。

（
��
）　

浅
野
世
本
は
後
印
本
な
の
で
、
後
印
の
際
の
処
置
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
巻
数
表
記
を
幾
何
学
模
様
に
し
た
り
、「
巻
」
字
を
略
字
と

す
る
な
ど
の
建
陽
刊
本
に
特
徴
的
な
現
象
が
浅
野
世
本
で
は
一
切
見
え
な
い
た
め
、「
浅
野
世
本
こ
そ
熊
雲
濱
重
刻
本
の
初
刻
後
印
本
で
、
現
存
の
記

「
熊
雲
濵
重
鍥
」
本
は
浅
野
世
本
よ
り
早
印
の
熊
雲
濱
重
刻
本
か
ら
の
覆
刻
で
あ
る
」
と
い
う
可
能
性
は
考
え
に
く
い
。

（
��
）　

浅
野
世
本
の
残
欠
部
分
で
は
巻
�―

��
Ｂ
��
Ａ
、
巻
�0―

��
Ｂ
��
Ａ
も
若
干
繋
が
り
が
悪
い
（
但
し
、
前
者
は
意
図
的
に
半
葉
ず
つ
地
上
と
空
中

を
分
け
て
描
い
た
構
図
の
可
能
性
あ
り
）。
こ
れ
ら
以
外
の

���
図
は
見
開
き
左
右
の
葉
が
背
景
の
線
ま
で
綺
麗
に
繋
が
る
。


